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2009 年  09 月  01 日  

熊野の旅 長月 もう秋は終わり？   

 今日から９月…秋本番になるはずです。 
 しかし、田んぼでは秋が終わりかけています。 

 
 下の写真は８月２８日に撮影した物ですが、熊野市井戸町の田んぼではここの田ん

ぼ以外にはほとんど残っていませんでした。 
 他の田んぼは稲刈りが終わり、黒々とした田んぼに様変わりしていました。 
 昔なら、刈り取るのも遅かったし、刈り取った稲も、「はざ」とか「さがり」と言

われる足場丸太や孟宗竹で作られた太い竿に掛けられて一週間ほど乾燥させた物で

すから、それも秋の風物詩だったのですが、今はいきなり脱穀してしまう「刈り入れ

機」が走り回っています。 

 
 最初の頃は「コンバイン」で名のとおり、細いロープで刈り取った稲を手作業当時

と同じくらいの大きさで束ねてくれた物です。と、言うのも、その頃だと、「さがり」

などが全国的に使われていたからです。 
 一週間ほど稲穂を下にぶら下げて天日で乾燥させると、稲が茎などに蓄えていた養

分を子孫を残すために米粒に送り込むので、おいしい米になると言われています。 
 しかし、それと引き換えに、束ねた稲を集めて「はざ・さがり」に掛けなくてはな

りません。 
 雨にぬれたり、台風の襲来にあう率も高いです。 
 掛けた稲束は脱穀の時に脱穀機まで運ばなくてはなりません。 
 これは大変な作業ばかりです。 
 と、言うことで合理化が進んで、いきなり脱穀、灯油を炊いての人工乾燥になり、

稲藁は刈り取りと同時に切り刻んで田んぼにばら撒いておしまいと言う風になった

のです。 

 
 稲藁は昔の百姓家では大事な資源で、『縄』『ぞうり』『牛の餌』などになり、田ん



ぼに戻るのは「牛の糞」や牛の寝床になっていたものを発酵させてからでした。 
 非常によい肥料になったのですが、今のように生のままでばら撒くと、きちんと発

酵せずに分解されてなくなってしまうところも多くなります。すぐに田を起こしてす

きこんでしまえば良いのですがそれは行われないことが多いですね。 
 この辺のように雪に埋もれることも無く、暖かい太陽が降り注ぐ地方では分解は早

いです。 
 つまり、そっくり藁を田んぼに戻しているように見えて、肥料としての効率は良く

無いでしょう。作業効率のほうは格段に良くなりましたけどね。 

 
 このお百姓さん、去年辺りまでは先代さんがやっていたようで、いきなり『帰農』

と言う形で稲作りを始めたのだそうです。 
 農家に育っても農業を実際にやったことがなかったので、「全く手探りで恐る恐る

やっている…」と、奥さんが話して居られました。 
 広い田んぼが広がる場所だし、家の前の『門田』だから、荒らすわけには行かない

し… 
 刈り入れ機、乾燥機なども新しい物でした。 
 米を売った金で買える様な代物ではないし、退職金をつぎ込んだのでしょうか？ 
 日本の農家はそうしたことが多いですからね。 

 
 農機具が機械化され始めた頃から、山で働いたり、他の家の農作業で得た現金収入

で、農協や農機具屋の付けを払うと言うパターンが一般化しましたからね。 
 一見、農作業が楽になったけど、よく見ると、その分外で働いて、農機具と肥料を

買っている…なんて構図が出来ましたね。 
 この辺の農家は小さいから、借金が出来ないので、八郎潟開拓農家のような借金で

倒産と言うのも無かったですけどね。 
 カメラは ソニーα３５０+ シグマ 10-20 ズーム       
 ags:熊野市 熊野の味 昭和  by je2luz | 2009-09-01 15:29 

 

 

 

 

2009 年  09 月  02 日  

熊野の旅 災害・防災  

 昨日は『防災の日』だったのですね。 
 1923 年（大正 12 年）9 月 1 日午前 11 時 58 分 32 秒に起きたマグニチュード 7.9
の大地震のあった日を忘れないようにと、この日を『防災の日』と決めたようです。 
 大東京を襲ったのと、お昼時で火を使っていた家庭も多かったので未曾有の大災害

が起きたようです。 
 しかし、もう、この「関東大震災」を知る人は居ないといってよいくらいでしょう。 

  
 地震は割合と狭い範囲の被害になります。 
 少し離れると、「今の地震は大きかった…」と、エネルギーの大きさを感じる人が



居るくらいで終わってしまいます。 
 それに、いつも書いていますように、人々の記憶なんて恐ろしくいい加減な物です。 
 うんと新しい『阪神淡路大地震』でも、地元の関西でさえ、わざわざ話題にしない

限り忘れられかけているようです。 

 
 地震だけではなく、台風でも被害は通ったコースとか、たまたま局地的豪雨が襲っ

た所以外では、大災害でもよそ事になります。 
 そして、被災地でも直に被害を受けた人以外の記憶からはすぐに消えかかります。 
 この辺で言えば、「伊勢湾台風」を筆頭に「１３号台風」とか、二度の『１９号台

風』など、大きな台風に何度もやられていますが、ほとんどが忘れられています。 

 
 「伊勢湾台風」では木本町の南半分くらいから井戸町松原などではほとんどの家の

屋根が剥がされ熊野市駅やその周辺が水に浸かったことなどほとんど誰も覚えてい

ないのです。 
 まあ、５０年経つのですから無理も無いでしょうね。 
 記憶がはっきりするのが１０歳とすると６０歳代からは経験があるはずなのです

がねえ… 

 
 かくかように人間の記憶がいい加減だから、なかなか学習しませんね。 
 目の前で被害を見た地域でさえこれなんですからね。 
 やたらと覚えている私の方がおかしいらしいです。 
 困った物だと思います。 

 
 学習能力が無いだけに、毎年毎年、『防災の日』に訓練が行われるようですが、最

近の大きな訓練を見ると、「訓練のための訓練」、「格好つけた訓練」のように思える

時があります。 
 学習する気が無い住民は参加しないで、老人倶楽部と動員された子供だけ… 
 見物人はマスコミだけ… 
 これなら仰々しくやらないで、プロの連携訓練を地道に繰り返した方が良さそうに

さえ思えます。 
 ひどい時は連絡設定が出来ていないのに、出来たことにして、伝令が受信分を持っ

て司令部に走る… 
 だって、電文は決められていて配布されていますから、連絡設定不能でも時間通り

に「行事」は進行できるのです。 
 まあ、これはひどい例でほとんど無いことなのでしょう…たまたま、私はそんなの

を目撃したことがあるだけでしょうね。 

 
 各地でそれぞれ代表的災害は違うでしょう。 
 昔、下宿で同じだった沼津の子は昭和３３年の『狩野川台風（かのがわたいふう）』

のことばかり言っていました。 
 大阪の人は『室戸台風』『第二室戸台風』を筆頭にあげますしね。 
 でも、これらも忘れられた災害になっているでしょう。 



 自分の町の災害の歴史を知ることは、文化を知るより大切かもしれないのですけど

ねえ・・・ 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ               by je2luz | 2009-09-02 10:53 

 

 

 

 

2009 年  09 月  03 日  

熊野の旅 夏枯れ 神仏の加護  

 全国の「世界遺産」がそうであるように、『熊野古道』も話題性がなくなってきた

ようです。 
 新聞のローカル欄にも載ることがほとんど無くなりました。 
 関連イベントでも『世界遺産指定五周年記念』と言うタイトルさえ忘れられる時が

あります。 
 五年でこれですから十年経ったら… 

 
 『熊野古道』な元来、難行苦行して熊野にお参りに来る道筋です。 
 目的地の熊野三山、『本宮大社』『熊野・速玉神社』『那智山』はそこが観光地と言

う形態を成していますが、『熊野古道』は残されている山道が遺産なんですから、「見

る」と言うより「歩く」ことが目的になります。 
 歩くことが修行であり、これを克服して無事にたどり着くから「熊野三山」があり

がたかったのです。 
 ご神体がありがたいのなら、京の都にも分社があるし、神様仏様は神通力があって、

瞬時にどころか同時に遠くの場所に出現できるそうですから、何もこんな険しい山道

を越えなくてもねえ… 
 後鳥羽上皇なんかも政治をおっぽり出して熊野詣三昧しなくても都でお参りして

いれば百回でも出来たでしょうね。 

 
 道を歩くことが目的…言うなれば参加型のレジャーなのでレピーターが見込める

のですが、スキーやサーフィンと違うのは、『熊野古道』に嵌っても、同じ所には中々

戻ってきてくれません。 
 つまり、産業としての観光には向きませんね。 
 昔、藤圭子の歌に。「昨日マー坊 今日トミー・・・ 明日はジョージかけん坊か・・・」

とか言うのがありましたが、熊野古道のお客さんは、「この前八鬼山 今日大吹 次

は 横垣か伏拝か・・・」てなもんです。 
 200Km にも及ぶ長い道筋にばら撒きますから固まりません。 
 「奈良」や「京都」は観光地として有名ですが、「世界文化遺産」に登録されてい

ることなんか忘れられていますね。 
 「奈良」なんか二度・二箇所も指定されているのですけどね。 
 『人の噂も四十九日…』とやらですね。 



 
 歩くことが目的の『熊野古道』は夏休みと言う一大レジャーシーズンでも人を呼び

にくいらしいです。 
 日本では『ハイキング』なんていうものは『春と秋』と言うイメージが定着してい

ますね。 
 確かに、夏休み中に５Km も１０Km も歩こうと言う気にはなれないでしょう。 
 私などは車で行って、ほんの少し歩き回って写真を撮るのでさえ億劫になってしま

いますからね。 
 と言うことらしく、今年の夏も家の前を歩く『蟻さん』…いや、『熊野詣の人』を

見かけることは少なかったです。 
 この時期に歩けば「修行」になると思うのですがねえ… 

 
 かすかな風…小さな木陰…一口の水…そんな物の有難味が身にしみて… 
 無事に歩き終えた時には、「神仏のご加護」が身を包むような心地が… 
 …する人も中にはいるかもしれません。 

 
 ほとんどの人は、その入り口にも立たないで、機会を失っているのかもしれません。 
 私も、その代表格の人間ですけどね。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ           by je2luz | 2009-09-03 11:15  



2009 年  09 月  04 日  

熊野の旅 観光・・・旅行・・・旅   

 『観光』ってものは、何かを見に行くものです。 
 『旅行』ってのはやはり、何かを求めてゆく感じでしょう。 
 『旅』となると、「旅行」だけではなく、あてども無くふらふらと…という「漂泊

の旅」も含まれてくるでしょう。 

 
 役所とか地元が期待するのが「観光」と「旅行」なんでしょうね。 
 その目的、目的地に『熊野』を選んでもらって、お金を落としてもらうってことで

しょう。 
 それも、昭和２０年代３０年代４０年代…段々膨れていったそうした「観光」「旅

行」の残影追い駆けているのでしょう。 
 ピークは『レジャーブーム』なんて言葉が生まれる頃？？？ 
 いや、その頃には、もう田舎の観光は下火だったかもしれません。 
 ファミリー連れ、ニューファミリーは都市近郊に生まれた「遊園地」に取られてい

ましたからね。 
 「ドリームランド」「あやめ池」「みさき公園」…「よみうりランド」「富士急ハイ

ランド」「福生健康ランド」「常磐ハワイアンセンター」「船橋ヘルスセンター」…そ

れこそ山ほど出来ましたからね。 
 田舎でも負けじと、「太地クジラ公園」「串本海中公園」「白浜アドベンチャーワー

ルド」なんて出来ました。 

  
 出来た頃がピークで、そんなに遠くまで人が行くなら…てことで、都会のすぐそば

や真ん中にレジャー施設の新設が始まりました。それも、巨大な物が… 
 「東京ディズニーランド」「USJ」なんて日本人の大好きな『舶来もの』が客を掻

っしまいましたね。 
 更には「海遊館」なんてのや、ビルの中には「サンシャイン国際水族館」なんての

まで… 

 
 人口・経済・人材の一極集中が言われていますが、遊び場、レジャー産業まで、大

都市集中が進んでしまいました。 
 東京などでは温泉まで充実してきましたから、生まれてから死ぬまで、『大東京』

から一歩も出ないで、退屈することも無く、すべてを完結できるようになってしまっ

たようです。 
 巨大な宇宙船の住民みたいな物です。 
 なんだかんだ言っても、首都圏から外に出る人は減っているでしょう。 
 田舎からのお登りさんは出かけているようですけどね。 

 
 はてさて… 
 そんな町から人をおびき出す手はあるのでしょうかね？ 
 「文化人」「有識者」は講演料を貰って能書きを述べに来てくれているようですが



ね。 
 熊野に来れば熊野について語りますが、飛騨に行けば飛騨について語る御仁たちで

す。 
 そして、口をそろえて…「地方の情報と文化を外に向かって発信し…」なんていっ

ていますね。 
 そもそも、私はその『発信』なんて言葉を使うのが嫌いです。 
 無線局じゃあるまいし… 

 
 私も長い間、この周辺の事を、良い面も悪い面も正直に書き続けてきました。 
 おかげさまで、読んでくれている人も少しずつ増えて、安定してきました。 
 『熊野市』関連の NET 上のものでは「アクセス数は多いほうだと思います。 
 しかし、これを読んで熊野にやって来てくれた人は果たして何人いるのでしょうね。 
 マイナスも書くので減らすのもあるでしょうしね。 
 でも、飾り立てた粉飾記事は書きたくないですね。 
 何も無いのが魅力の、何も無い熊野地を歩きたくなればそれが一番なんですよね。 
 『銭持って来い！』ってえのは『世界文化遺産』にも『熊野詣』にも合わない筈で

すからね。 
 なんて言っているから嫌われるのでしょうね。 

 
 『熊野』は『旅行』では無く…『旅』に来るところです。 

 

 カメラは ウエルタ・ペルレ 
Tags:熊野古道 昭和 モノクロ          by je2luz | 2009-09-04 11:27  



2009 年  09 月  05 日  

熊野の旅 伊勢と熊野  

 伊勢の国と熊野は隣り合わせです。 
 この分け方は神話の時代からのようです。 
 両方とも神にかかわる土地ですから土地の名前も古くから残っているのでしょう

けどね。 
 以前にも書いたように、その国境（くにざかい）は随分動いたようです。  
 熊野市のはずれのあたりだったりしたこともあるようですが、今は紀北町のはずれ、

荷阪峠です。 
 江戸時代の国の名前は鉄道に乗っているとわかることも多いです。 
 「紀伊〇〇」「丹後〇〇」「陸前〇〇」「大和〇〇」なんてくっつけて同じ名前の駅

を区別していますからね。 
 こればっかりは、「三重〇〇」「大分〇〇」「和歌山〇〇」にはなりませんね。 

 
 隣り合わせの国と言う物は、似たところも多いし、大きく見れば仲がよく、よく見

れば歴史上いざこざだらけなものです。 
 戦国時代が終わっても小競り合いは続いてきて当たり前です。 
 [伊勢]と[熊野]は神代の時代、南北朝鮮の「板門店」ではないですが、国境、[逢神

峠]で神様同士が話し合いをしていたようです。 
 考えてみれば、民の間にいさかいでも無い限り、神様がわざわざ国境で会合を持つ

なんて無いでしょう。 
 近代になって、下々がやたらといさかいを起こさなくなってからは、同じ県内で仲

良く過ごしているように見えています。 
 しかし、その実情は、観光面では厳しい物です。 
 伊勢は地図に見るように、伊勢湾の出口で志摩半島に向かって出っ張ったところに

あります。 
 熊野はうんと南に下ったところにあります。 
 そして、北から来ると松阪を境に道が分かれてしまいます。 
 鉄道でも、国道でも高速道路でも同じなのです。 
 つまり。北から来る人…名古屋・東京・一部の関西の人…見込み客のほとんどがこ

のこの北からなのに、途中で分かれる…つまり、お客さんに選択を迫るわけです。 
 通り道で下車するのと、一旦別れて進んだ道を引返してもう片方に進むのでは心理

的にも随分違いがあります。 
 おまけに、伊勢から熊野市駅や我が家の前まで１２０Km はあります。 
 伊勢神宮から新宮・速玉神社まではほぼ１５０Km なのです。 
 浅草浅草寺と身延山を掛け持ちしてお参りしろと言う様なものです。 
 なかなか、お客さんは両方にはお参りできないものです。 
 つまり、客の取り合いがずっと続いているのです。 

 
 お伊勢さんは２５年に一回『遷宮』と言う大きな行事があります。５０年に一度で

すか？「宇治橋」の架け替えもあります。 



 宣伝する母体も、三重県・伊勢市・鳥羽市・志摩市など自治体の他に JR と近鉄と

言う二つの鉄道があります。 
 熊野のほうは人口が１／３ほどに減る自治体の他は JR だけで、一番見込み客の多

い名古屋大阪での近鉄の宣伝が見込めません。 
 遠い・知名度は低い・中心が無い…さらには話題性に乏しい…つらい物です。 

 
 なんだか、今年は遷宮に備えて「宇治橋」の架け替え中だとか… 
 この秋には完成して渡り初めだとか… 
 テレビでも、古いほうの渡りじまいも放映していましたが。渡り初めも派手にやる

のでしょうね。 
 遷宮などは、御用林で木を切り始めるときから、御木引きなど折に触れ特集をやり

ますよね。 
 うらやましい限りです。 

 
 名物でも、古くからの客の数も違うので、「赤福」を筆頭に有名になったものが沢

山ある伊勢に対し、熊野周辺は「那智黒飴」くらいです。 
 お世辞にもおいしいとはいえないような「伊勢うどん」でさえ、近年ではテレビな

どに出ているので名物。おいしい物に入ったようです。テレビで「名物」「おいしい」

と言っている物を「おいしくない」と言う勇気はほとんどの人には無いですからね。 
 少なくとも、私にとっては「伊勢うどん」は、まずくは無いけど、どうせなら「す

うどん」でいいから熱々のうどんを食べたいです。 

 
 まあ、なんだかんだと言って、集客力では勝てないようです。 
 伊勢のついでに熊野まで…という人より、伊勢に行ったからと満足する人のほうが

多いですからね。 そして、二者択一になると… 
 せめて、さいころを振って決めてくれればよいのですが… 

 
Tags:熊野古道 熊野市 国道４２号線      by je2luz | 2009-09-05 12:09 



2009 年  09 月  06 日  

熊野の旅 月例 広報くまの ６月号より  

 今月も月例で『広報くまの・9 月号』より… 

 
人口動態   平成２１年８月１日現在 
 人口 ２０．４１２人 (－１２) 
  男  ９．４９９人 （－９） 
  女 １０．９１３人 （－３） 
 世帯数 １０．０２１世帯 (－４) 

 
 と言う事で、今月の減は少なかったです。 

 
ちなみに、古い熊野市報が出てきたので参考までに記載します。 
昭和６１年（１９８６）９月号で、２３年前のものです。 
 人口 ２４．９１９人（－２１） 
  男 １１．８８３人（－１５） 
  女 １３．０３６人 （－６） 
 世帯数 ９．４３１世帯 （－２０） 
このようになっています。 
 人口は今より２．５００人ほど多いですね。世帯数は逆に今より少ないのはこの頃

からどんどん核家族化して独居老人も増えたということでしょう。 
 この頃に子供を育てていた人も、子供はそっくり都会に出ちゃったでしょうね。４

０歳だった人でもそろそろ年金生活です。 
 我が家も一世帯５人の家族だったのですが、今では一世帯は変わりませんが一人で

す。統計上は独居老人に入るのかな？？？ 

 
 この年の花火は大幅に伸びて９月に初めかになったのです。 
 観客全くなしの勿体無い花火だったのです。 
 そして、この年には『吉野熊野国立公園指定５０周年記念』の行事があったようで

すが記憶には全くありません。 

 
 それから… 
 『グリーントピア計画』なんてのが動き出した時です。 
 南郡とともに協議会を発足させています。 
 なんだかわからない人がほとんどでしょうね。 
 これの成れの果て…消えては浮かび、浮かんでは消えたリゾート計画の幽霊が、今

年具現化したというわけです。 
 この流れを随分見てきたので、どうしても「紀南中核的交流拠点計画」を素直に受

け取れないのです。 
当時の市長さんも亡くなられたし、議員さんも亡くなられた方が増えてきています。 
 まして、定年のあるお役人さんの役付きだった人はとうに引退されていますしね。 
 おかげで、まるで新しいプランのような顔をしてゾンビが歩き出したのです。 



 ここまで言ってはいけないでしょうが、この経緯くらいは行政も説明してもよかり

そうなものですよね。 

 
 と、言うことで… 
 又、嫌われることを言ってしまったようです。 
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2009 年  09 月  07 日  

熊野の旅 隣の芝生 紀南中核的交流拠点  

 昨日の日曜日、お昼過ぎに、「天気も良いし取材に行こう…」と、車を出して、「千

枚田まで行こうかな？」とは思ったのですが、近場の「熊野倶楽部」の様子を見に行

く方にしました。 
 来週末は紀和町の大幅延期になった「火祭り」なので、その時には不精しないで紀

和まで行くつもりですが… 

 
 私がカメラを担いで出かけるくらいですから、天気は上々… 
 午前中と違い午後と言う物は少し霞が出るものですから、山の方は少しかすみがち

でしたが、午後１時ごろと言うことで頭の上からは太陽がじりじりを通り越した勢い

で照り付けていました。 
 吹く風はも秋の風でしたけどね。 

 
 駐車場の車はほとんど全部「三重」ナンバー、ほんの少し「和歌山」ナンバーが居

て、他の県のものは「大阪」「岐阜」を見かけただけでした。 



 私の見るのは日帰りコースの駐車場ですから、他府県ナンバーは来るところではな

いかもしれませんね。 

 

 前回より少し人が多く居ました。 
 今回は積極的に人を入れて撮ってみました。 
 いつもながら、ほつぽつと話しかけてみたのですが… 
 もちろん、顔見知りの熊野の人も居ましたが、それは抜きにして… 
 老夫婦の方に声を掛けてみると、お隣、「尾鷲」に人でした。 
 尾鷲の人がここの温泉に来て、その話をしたので見に来たのだそうです。 
 もともと、尾鷲の人たちは温泉に通うのが好きなようで、以前から紀和町の「湯ノ

口」「瀞流荘」に通う人も多かったのです。 
 尾鷲には温泉が無いからでしょうけど、矢の川峠・風伝峠を越えて片道５０Km ほ

どもかけて「湯ノ口」通い… 
 そういう人たちにとっては、この 10Km 近い「熊野倶楽部」の日帰り入浴も魅力

的でしょうね。 

 
 そのご夫婦の話では… 
 『熊野はこんな立派なのが出来てええね…おわしぇはあかんわ…』と言うことです。 
 「尾鷲には県が立派な熊野古道センターを作ったのに…」と言うと、 
 『あれも作っただけで人は来んでねえ…』と言う返事が返ってきました。 
 もちろん、普通の市民の方ですから尾鷲の方の事業のからくりも熊野の事業のこと



も知らないで、出来た物だけを素直に見た感想です。 
 自分たちのお金で作ったなんて思っていませんからね。 

  
 このような感じで、住民と言う物はよそ様の施設や事業が良く見えるものです。 
 まさに、「隣の芝生は青い」なんですね。 
 隣の芝生も自分の家の芝生も、元のお金が同じなのにねえ… 
 尾鷲も熊野も自分達が納める税金では、自分の町の職員の人件費すら払えないので

すから、「立派な物」は全国の方々に作ってもらっているのですけどね。 
 おねだり合戦、分捕り合戦の戦果をうらやましがりっこしているわけです。 

 

 と、いう風に一度は見ておかないと…というお客さんが近隣から集まっているよう

です。 
 こうした近隣の人に何回来させるか… 
 競争相手は、中心部にある『簡保センター』、紀和町にあるここの源泉『湯ノ口温

泉』と『瀞流荘』と言うことでしょう。 
 尾鷲方面の客には紀伊長島の「有久寺温泉」を始めとする温泉群が競争相手でしょ

う。 
 と、言うより… 
 荷阪峠から南の三重県領の住民は６万人くらいしか居ないのではないでしょう

か？ その二割ほどは自力では移動できないし… 
 この小さな見込み客と言うパイを、公金をかけて切り刻んでいるのです。 
 １０年経てば私も居なくなるし、人口は更に一割は減るでしょう。 
 暗いはなしですが、こんな事業を繰り返して活性化はありえないでしょう。 
 長島、尾鷲、熊野…いくつか今までに観光施設の廃墟を作ってきたのですがねえ・・・ 

 
 まあ、過疎対策の福祉的カンフル剤と見れば良いのかもしれません。 
 だから、ここも「10 年営業すればよい…」と言う契約なのでしょう。 

 



 120 ヶ月契約でもう 1 ヶ月以上たちましたよ。 
 皆さん早く来ないと見られなくなりますよ。 
 お急ぎください！ 
 写真では伝えられませんが、「立派」な施設なんですからね。 
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2009 年  09 月  08 日  

熊野の旅 夏草や・・・  

 『夏草や・・・』とくれば、「つわものどもが ゆめのあと」と、芭蕉の句が浮か

んでくる物なのですが… 

 



 この公園は一応手入れはされていますが、芝を植えた公園ではありません。土の公

園なのです。 
 山間部の公園ではありません。熊野市の中心部の公園です。 
 かつては、子供とお年寄りで場所取り合戦でもめたところです。 
 段々、年寄りの勢力が大きくなって、ゲートボールの練習に使われることのほうが

多くなっていました。 
 だって、新興住宅地だから、年数が経つと子供が居なくなりますからね。 
 昭和の時代は子供が居ました。 
 昭和の終わりには減ってきました。 
 平成に入る頃には年寄りが増えました。 
 そして…平成生まれが成人になるころには、その年寄りもゲートボールをする年で

も無くなったらしいです。 
 真ん中辺にすこしだけ草が無いところが見えています。 
 他は遊具の周りまで綺麗に草が生えています。 

 

 滑り台の鉄板なんてのはピカピカに光っている物ですが、この滑り台は艶がなくな

っています。 
 何回もすべるとお尻が鉄錆で赤くなって、洗濯しても取れないでしょう。 
 夏休みの最後の時なんですけどねえ… 
 宿題に追われて公園にもこれない…なんて年の子が遊ぶところじゃないし… 

 



 都市計画で作った公園…『足りない』、『狭い』と言われた公園…なんですけどね。 
 こんな光景は何も熊野市だけでは無いでしょう。 
 都会で暮らしている人の『故郷』の町はこうなってきているはずです。 
 そして、都会でも、華やかに分譲された分譲地や、文化生活のシンボルだった団地

の中にある公園もこんな感じになってしまったところもあるでしょう。 
 ものすごく人工的な平面だけに、人の気配がなくなると寂しい物です。 
 山里から人が消えても、自然に帰ってゆけますが、町中だけに自然にも帰れず… 

 
 それでも、「公園を作れ」「遊具が無い」と言う声は今でもあるのです。 
 まちが移動してゆきますからね。 
 それに… 
 昔のように、棒切れを渡しておけば一日走り回ってチャンバラをして遊ぶ時代じゃ

ないですからね。 
 たんこぶが出来たら「傷害事件だ」と騒ぐでしょうしね。 
 それに、ガキ大将の統率が無い今の子供だと、「チャンバラ」ではなく「リンチ」

になっちゃう可能性も強いですしね。 
 ヘルメットをかぶり、防具をつけ…へなへなの道具で叩くのを『チャンバラ』なん

て呼ぶ時代ですからね。 
 「徳川家康」と「鞍馬天狗」と「旗本退屈男」が入り乱れて竹の棒で切りあうなん

て創造性豊かで、殴られる者の痛みも体験する遊びはもう戻らないのでしょうね。 

 
 ちなみに… 
 私が育った山間部には『公園』なんて物はありませんでした。 
 回り全部が公園でした。 
 稲刈りの終わった田んぼなんて、野球場でしたね。 
 「田んぼが固くなる！」と叱られながら…優しいおじさんの田んぼに移動しました

ね。 
 川上・青田・千葉…なんて時代でしたから… 
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2009 年  09 月  09 日  

熊野の旅 県立木本高等学校・近大高専・県立紀南高校  

 この人口２万人の熊野市に高等学校が二校もあります。 
 タイトルの「三重県立木本高等学校」と「近畿大学高等専門学校」です。 



 さらに、隣の南牟婁郡人口１万ほどのところにも１校、「三重県立紀南高等学校」

があります。 
 高校進学に関しては入学の容易さと言う面では非常に恵まれた地区です。 
 高校全入が高等教育に相応しいかどうかを抜きにすれば、この辺の子弟は本人が嫌

がらなければ全員高等教育を受けられます。 
 さらに、県立木本高等学校には定時制も併設されています。 

 
 先日も書きましたが、その中で、「近大高専」が撤収…昔の日本軍式に言えば「転

進」を発表しました。 
 あと二年で熊野の募集は停止だそうです。 
 行き先は名張市になりそうです。 
 伊勢の「皇學館大學」の名張校が失敗に終わって、キャンパスが空いて来ているの

で誘致した名張市が代替え校を探していて、近大に対し盛んに売り込みを行っている

ようです。 

 
 先日、この辺の人が、「高専が出てゆくと言うのに熊野市は何もしない…」と怒っ

ていました。 
 しかし、近大高専、以前に「熊野高専」と呼ばれていた頃から、近大側の撤退希望

はもれてきていました。 
 もう、２０年も前でしょうかね。 
 この「近大付属熊野高専」はこの辺にゆかりのある、和歌山県二区選出の代議士の



世耕耕一さんが、「工業高等専門学校」が認可される時に、熊野市の誘致に応じて、

こんな辺地に作ってくれた物です。 
 敷地は地元の寄付金で購入し、熊野市をトンネルにして近大に渡した物です。 
 そして、「国立鈴鹿高専」などとともに、将来を背負うエンジニアの養成所として

デビューしたのです。 
 私が大学生の頃で理工ブームの最中でしたからね。 

 
 最初だけは全国からの受験生で定員を上回る盛況だったようですが、やはり、ここ

まで田舎となると… 
 それに、地元の子弟はやはり、戦前からの伝統を引く「木本高校」への進学を優先

しましたね。 
 男の子だけを対象にした高専は見込み客を半分にしていましたからね。 
 そして、急速な過疎、老齢化の進行で子供が激減、世の中は理工ブームなど忘れま

したし… 
 なんだかんだで、設立当時とはおかれている「科」も変わったようですし、定員も

減らして対応してきたようです。 
 近年は女子も受け入れたようですが、焼け石に水のようです。 
 おまけに、定員割れ、採算割れするのに「特待生」「優待生」みたいな形での生徒

集めも繰り返されていましたしね。 
 定員を大幅に割ると閉めなくてはならないから…悪循環みたいな物ですね。 

 
 子供の数からみて、この辺で高校を三校も維持するのはもはや無理なんです。 
 まさか、小学校ではあるまいし、空っぽの教室で授業をやるわけには行きませんか

らね。 
 そうすると、OB を除くと、地元と縁の薄い、おまけに私立で採算が問題になる「近

大高専」が撤収するのが筋と言うことになるでしょう。 
 又、この撤収で過疎が進みますがこれは行政の責任を越えたところでしょう。 
 我が家を始め、地元熊野の親たちは子供の進学順位を「木本高校」－「紀南高校」

－「熊野高専」の順番で位置づけしてきたのですから・・・ 
 無くなると言うとこうして問題化されるのが常です。 
 でも、全国でどれだけの「女子大」や「無名大学」の「ど田舎校」が閉鎖されてい

ったことやら・・・ 
 用地を造成し、校舎も建設まで補助して、数年で撤退なんてのもありますからね。 
 誘致以来、４５年ほども田舎で頑張ってくれた近大には感謝しないといけないでし

ょう。 
 世耕さんのつながりが無ければ来なかったし、うんと早く撤退していたでしょうね。 

 
 県立の二つの高校も維持が大変になることが見えていたので、十数年前の木本高校

の校長が、全国で何校かの『総合学科』の実験校に立候補し、二クラスの「総合学科」

を導入した位です。 
 たった二クラスでの総合学科なんて機能させられないのですが、将来を見越し、紀

南高校に先手を打ったのです。 



 南牟婁郡選出の県会議員が議長をしていた時なので、かなりの圧力があったようで

す。私にまでその県議から働きかけがあった位ですから、その県議も先を見越し「紀

南高校」存続に動いたのだと思います。 
 公平に見て、人口分布、通学範囲、伝統などを考慮すると、やはり「木本高校」を

最後まで残すのが本当でしょう。 

 
 かくして、最後に残るのは、やはり『木本高校』ってことになりそうです。 
 運動場は狭いし、全く広げようは無いし… 
 通学路は熊野の繁華街なのですが…不良化させるような店は一軒も無いです。 
 生徒は真っ直ぐ家に向かうか熊野市駅に向かうかしかありません。おまけに、通学

列車を一本乗り遅れると夕飯に間に合わなくなると言う、超過疎ダイヤの紀勢線です

しね。 
 それでも、悪は昔から居ますけどね。 

 
 メインストリートの記念通りが賑わうのは、通学の時間だけ… 
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2009 年  09 月  10 日  

熊野の旅 流行らなくほうが良いことも・・・  

 

 この、感じ良く苔むした石畳の道… 
 立ち入り禁止にしたお庭の道でもなく、使われなくなった山道でもありません。 
 『世界文化遺産・松本峠』の石畳です。 



 ここに来た人の全員が通るところです。 
 道幅、一間程度…さほど避けて通る場所も無いのですが、このように苔むしていい

感じになっています。 
 人が少ないと言うことの証明なのですが、その、数少ない来訪者にはすごく良いこ

とですね。 
 難点は… 
 少し湿るとものすごくすべると言うことですね。 
 随分、こけそうになったりこけた人が居るようです。人が少ない割りに確率は高い

ようです。 
 心配なのは、何でも訴訟で、自分のことは棚に上げる時代ですから、けが人が出た

りすると結構な金額の損害賠償を訴えられるでしょうね。 
 そして、その結果… 
 苔の類は全部剥がされ、石もこんな歩きにくいのは剥がし、人工石の「綺麗な」階

段、手すり付に化ける可能性もあります。 
 とにかく、訴訟する方もする方だし、裁判所も裁判所だし、お役所は責任逃れのた

めに手を打つし… 
 そうならないためにも、やたらといろんな人が来ない方が『文化遺産』を守るため

には良いのかもしれません。見世物ではないはずですからね。 

 
 この日は珍しく１時間ほどの間に９人も出会いました。 
 でも、このピッチだと実働７時間で６０人余りってことです。大した数ではないで

すね。 
 だからこそ苔が蒸して風情があるのでしょう。 

  
 すべるのが分かっている人は石に乗らないで、ほんの少しある地面の部分を踏んで

歩いています。その部分には靴跡が一杯残っています。 
 でも、登って滑ったあともありますしね。 

 
 道の周りは地元のボランティアの人を中心に「山刈り」がされているので、すっき

りしています。 
 これも、年に何回もしないと、段々せり出してきて道幅が半分くらいになってしま

うのです。 
 その人たちも歳を取って来ているけど… 

 
 久々の『松本峠』は苔むした石畳に、「つくつく法師」の声が響いて中々の物でし

た。 
 「しずかさや 岩に染み入る・・・」 よりは、かなり賑やかな数が鳴いていまし

たけどね。 
 真夏の「ミンミンゼミ」なんかだと、うるさくて風情どころではないかも知れませ

ん。 
 カメラは ソニーα３５０＋シグマ 10-20 ズーム・10ｍｍで使用 
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2009 年  09 月  11 日  

熊野の旅 熊野古道の手入れとイメージ  

 熊野古道・松本峠の整備は一段落して、手を入れることも少なくなっていますが、

今度の取材で目に付いたのが、頂上の地蔵さんの周囲が綺麗になっていたことです。 
 頂上なのに、薄暗くて昼間でも少し薄気味悪い感じがするくらいでした。 
 それがお地蔵さんの周囲が少し竹などが切られて明るく日が差していました。 

 

 この地蔵さんは江戸時代に鉄砲で撃たれたことがあると言う伝説のあるものです。 
 夜中にこの峠を越えていた猟師の大馬新左衛門とか言う人の前に、何かが立ちふさ

がったので思わず撃ってしまったとか言うはなしです。 
 火縄銃時代に、夜中なのにすぐに撃てる状態で火縄をセットした鉄砲もって歩いて

いたかどうかは別にして、まあ、怖いところだったのでしょう。 
 地蔵様が通行人を脅すのもどうかと思うのですがねえ… 
 でも、この伝説にとっては、すこし、不気味な雰囲気のある峠で無いといけません

ね。 
 何しろ、今は日が暮れてから峠を越える人は居なくて、観光客は真昼間に説明文を

読みながらこの地蔵さんを眺めるのですからね。 
 お化けやしくとは言いませんが、自然の演出も… 

 
 『松本峠』は以前に『弱脚者の熊野古道』とタイトルを付けたことがありますが、

上の駐車場まで車で上がると、頂上まで３００ｍほどしかありません。 
 石畳でそんなに歩きよくは無いですが、這って行ってもそんなに時間の掛からない。

雰囲気たっぷりの『熊野古道』です。 
 本格的なハイカースタイルの人が多いですが、普通の観光客スタイルのお客さんも

見かけられます。 
 径をそれようにも、わき道は展望台に行く道一本です。 
 その先には鬼ヶ城の山城跡だけです。 
 そちらに向かって迷子になっても行き止まり・・・落っこちれば命が危ないですが、



道を探して引返せばすぐに松本峠越えの道にぶつかるか下の道に出るかですから、ま

あ、道に迷って飢え死にするような心配の無い街道です。 
 さすがにハイヒールだと困りますが、パンプスならほんの少し機をつければ越せま

すね。 

 
 このお客さんたちに、「この峠も少し前まではもっと薄暗かったのですよ」と説明

すると・・・ 
 「暗い方が鉄砲で撃った…って言う話がピント来るのにねえ…どうして切っちゃっ

たのかしら？」と、私と同じ感想を述べていました。 
 まあ、休憩用のベンチもあるし、暗くてじめじめしているとイメージが悪いと思っ

たのでしょうね。 

 
 かくかように、熊野古道の保全などと言う物は難しい物です。 

 
 昨日も書いたように、通行人が少なくてせっかく上手く苔むした石畳も、「危ない」

と解釈されたら除草剤をまいてでも枯らすでしょうしね。 
 丸い石が危ないとなれば引っ剥がすでしょうし・・・ 
 『世界文化遺産』は大切に現状保持する物で『観光地』では無いんですよね。 
 でも、誘致運動の主眼は「観光開発」です。 
 今、運動中の各地も同様だと思います。 
 知床の『世界自然遺産』ほどで無いにしても… 
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2009 年  09 月  12 日  

熊野の旅 久々の雨…しかし…  

 天気予報も当たる時もあります。 
 当たって欲しくない時のが良く当たるのですけどね。 

 
 今日夕方から、8 月第一土曜から伸びていた「紀和の火祭り」があります。 
 今は「紀和町」も熊野市内ですから、昨日の夕方の防災行政無線「広報熊野」で予

告が流されました。 
 「小雨決行」だそうです。駄目ならとりあえず順延だとか… 
 花火師さんの都合なのか、8 月第一週から今日まで 1 ヶ月以上いきなり延期したイ

ベントです。 

 
 いま、外は霧雨よりも弱い状態… 
 地面は濡れています。 
 予報は夜になると又少し降るとなっていますが、降りだすのが遅かったですからど

うなるのやら… 
 見物する分には問題ない程度です。 
 夜の行事ですから降りさえしなかったら、スカッと晴れる必要も無いのですけどね。 

 
 次の日曜日は木本町本町通り・古道通りなどと名前をつけちゃったところで又々イ

ベントだそうです。 
 まさに毎月お祭りです。名前や名目は変わるのですが、準備実行部隊はいつも同じ

です。 統計上の老人が二三人で頑張っています。 
 ご隠居さんではないのですが、他に人が居ませんからね。 
 わたしはせいぜいスピーカー設置の手助けをすることがある程度です。 
 お盆の時のようにどこから沸いてきたのかと言うような人は期待できないでしょ

うね。 

 
 それにしても、こうしたイベントの予告って、せいぜいローカル紙の片隅の掲示板

みたいなところにしか載らないのですよね。 
 やってからは、写真を載せたりして扱いますが、本当はこうした物の場合、予告、

誘導もマスコミの仕事みたいに思えますが… 

 
 だって、公金を使ってまで、「観光振興」「地域振興」をやるのですからね。 
 「行政無線」や「市報」もその面では熱心ではないですね。 
 実行部隊からの売込みが無いからかもしれませんけどね。 
 金の掛かることではないですから、前宣伝くらいやって、せっかくやるイベントに

一人でもお客さんを呼んでやら無いと、実行部隊が段々くたびれてきます。 



 

 この小雨で、昨日のように苔むした部分の苔は息を吹き返していっそう鮮やかにな

っていると思います。 
 この写真の区間は、熊野古道に接した一列を除き木が伐採されて明るく、風通しも

よくなったので中々苔は生えません。 

  
 来週は連休ですね。 
 どれくらいの人が動くのか少し眺めてみることにします。 
 「熊野古道」「熊野倶楽部」「町中」・・・ 
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